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1/1 秋の月間

現勢 3.5%目標

井の頭 40 2 1 1
牟　礼 124 4 1 3
北　野 135 5 3 2
新　中 96 3 0 3
中　原 98 3 1 2
新　川 74 3 0 3
下連雀 121 4 2 2
上連雀 82 3 2 1
深大寺 113 4 0 4
大　沢 129 5 0 5
吉祥寺 98 3 1 2
中　町 61 2 ☆ 3 -1

武蔵野中央 320 11 3 8
関　前 116 4 0 4
境 54 2 0 2

境南町 71 2 0 2
事業所 101 4 3 1
直　属 566 20 6 14

合　計 2399 84 26 58

２０１6年度　秋の拡大月間の目標と到達

分　会
10/3現在

拡大数
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第 １９ 号

建
設
業
で
「
Ｋ
Ｙ
」

と
言
え
ば
、
あ
た
り

前
の
事
だ
が
、
「
危

険
・
予
知
」
だ
。
現

場
で
の
Ｋ
Ｙ
活
動
は

自
身
の
身
を
守
る
、

他
人
を
傷
つ
け
な
い

と
、
と
て
も
重
要
な
行
動
だ
▼
世

間
一
般
で
は
、
「
空
気
を
読
む
」

は
、
読
め
な
い
、
と
否
定
的
に
使

用
さ
れ
る
。
「
空
気
を
読
め
よ
」

と
。
空
気
を
読
ん
で
周
り
と
合
わ

せ
よ
、
と
▼
先
日
の
衆
議
院
本
会

議
で
の
安
倍
首
相
の
所
信
表
明
演

説
中
に
、
自
民
党
議
員
ら
が
一
斉

に
立
ち
上
が
っ
て
拍
手
し
た
、
と

い
う
こ
と
が
お
き
た
。
領
土
な
ど

を
守
る
決
意
を
述
べ
た
あ
と
、
海

上
保
安
庁
や
警
察
、
自
衛
隊
を
た

た
え
、
「
今
こ
の
場
所
か
ら
、
心

か
ら
敬
意
を
表
そ
う
で
は
あ
り
ま

せ
ん
か
」
と
、
呼
び
か
け
た
時
だ

▼
第
２
次
世
界
大
戦
中
の
あ
の
国

の
事
か
、
近
ご
ろ
の
近
隣
の
国
々

の
事
か
、
と
み
ま
が
う
ほ
ど
の
出

来
事
だ
、
と
感
じ
た
の
は
著
者
だ

け
だ
ろ
う
か
。
ど
う
し
て
こ
の
人

た
ち
だ
け
を
た
た
え
た
の
だ
ろ
う

か
▼
ス
タ
ン
デ
ィ
ン
グ
オ
ベ
ー
シ

ョ
ン
を
指
示
さ
れ
た
、
と
い
う
自

民
党
若
手
議
員
も
い
る
、
と
い

う
。
自
民
党
憲
法
改
正
草
案
で
新

設
す
る
98
条
か
ら
の
緊
急
事
態
条

項
を
読
め
ば
、
お
ど
ろ
く
こ
と
で

は
あ
る
ま
い
。
三
た
び
登
場
す
る

『
あ
た
ら
し
い
憲
法
草
案
の
は
な

し
』(

太
郎
次
郎
社
エ
デ
ィ
タ
ス

刊)

を
熟
読
し
、
戦
争
で
き
る

国
、
国
民
を
国
に
従
属
さ
せ
よ
う

と
し
て
い
る
様
を
研
究
し
学
ば
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
時
だ
。
空
気
を

読
ん
で
い
な
い
で
、
安
倍
政
権
に

対
し
て
Ｋ
Ｙ(

危
険
予
知)

活
動

を
す
る
時
で
あ
る
。･･

･

Ｗ
・
Ｔ

10
・
11
月
の
主
な
日
程

～

10
月

～

16
日(

日)

武
蔵
野
子
ど
も
祭
り

福
島
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

23
日(

日)

写
真
教
室

30
日(

日)

集
団
健
診

※
駅
宣
＝

18･

24
日

～

11
月

～

２
日(

水)

書
記
局
会
議

※
事
務
所
が
閉
ま
り
ま
す

４
日(

金)

常
任
執
行
委
員
会

７
日(

月)

執
行
委
員
会

10
～
12
日

書
記
研
修

※
事
務
所
が
閉
ま
り
ま
す

※
駅
宣
＝

８･

９
日

駅
宣
は
時
間･

場
所
の
確
認
を

【
組
織
部
発
】
９
月
25
日(

日)

の
午
後
、
吉
祥
寺
の
コ
ピ
ス
の
屋

上
に
お
い
て
、
２
１
０
人
の
仲
間

が
参
加
し
て
、
中
間
決
起
Ｂ
Ｂ
Ｑ

を
開
催
し
ま
し
た
。

当
日
の
午
前
中
は
、
各
分
会
で

集
ま
っ
て
組
合
員
訪
問
を
中
心
に

行
動
し
、
午
後
の
中
間
決
起
に
臨

み
ま
し
た
。

前
日
ま
で
の
雨
も
吹
き
飛
ば

し
、
Ｂ
Ｂ
Ｑ
当
日
は
い
い
天
気
、

待
ち
き
れ
な
い
と
ば
か
り
に
、
会

場
に
は
１
時
間
前
か
ら
参
加
者
が

集
ま
り
は
じ
め
ま
し
た
。

中
間
決
起
の
は
じ
め
に
、
島
村

組
織
部
長
か
ら
「
休
み
の
日
に
こ

れ
だ
け
多
く
の
方
に
集
ま
っ
て
い

た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
」
と
の
お
礼
の
後
に
、
「
秋
の

拡
大
月
間
の
成
功
と
、
交
流
を
深

め
ま
し
ょ
う
」
と
、
あ
い
さ
つ
が

さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
金
子
委

員
長
、
本
部
役
員
と
し
て
渡
辺
常

任
中
執
・
根
釜
書
記
が
あ
い
さ
つ

し
、
谷
口
副
委
員
長
の
乾
杯
で
、

Ｂ
Ｂ
Ｑ
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

会
場
の
Ｂ
Ｂ
Ｑ
セ
ッ
ト
の
他

に
、
支
部
で
用
意
し
た
カ
ル
ビ
・

ロ
ー
ス
の
お
肉
も
ど
ん
ど
ん

は
け
る
ほ
ど
、
「
お
い
し

い
」
「
Ｂ
Ｂ
Ｑ
は
楽
し
い
」

な
ど
と
子
ど
も
た
ち
も
大
喜

び
。
大
人
は
、
生
ビ
ー
ル
の

前
に
大
行
列
。
１
時
間
半
ほ

ど
で
、
１
０
０
リ
ッ
タ
ー
の

生
と
３
５
０
の
缶
ビ
ー
ル
が

２
４
０
本
、
そ
の
他
の
焼
酎
・
梅

酒
な
ど
の
酒
類
が
無
く
な
る
ほ
ど

で
し
た
。

参
加
し
た
仲
間
か
ら
は
、
「
こ

ん
な
近
く
の
屋
上
で
Ｂ
Ｂ
Ｑ
が
楽

し
め
る
な
ん
て
い
い
」
「
普
段
な

か
な
か
会
え
な
い
人
と
話
し
た
り

で
き
て
良
か
っ
た
」
「
は
じ
め
て

参
加
し
た
け
ど
土
建
の
パ
ワ
ー
は

ス
ゴ
イ
ね
」
な
ど
、
大
い
に
交
流

を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

途
中
の
分
会
紹
介
と
決
意
表
明

で
は
、
各
分
会
か
ら
加
入
の
持
ち

寄
り
が
10
人
あ
り
、
会
場
を
盛
り

上
げ
ま
し
た
。
ま
た
、
前
進
座
の

「
た
い
こ
ど
ん
ど
ん
」
の
宣
伝

に
、
女
優
の
紫
野
さ
ん
が
訴
え
な

が
ら
分
会
を
ま
わ
り
ま
し
た
。

秋
の
月
間
も
10
月
末
ま
で
と
あ

と
少
し
、
み
な
さ
ん
の
つ
な
が
り

の
あ
る
仕
事
仲
間
を
東
京
土
建
へ

紹
介
く
だ
さ
い
。

【
仕
事
対
策
部
発
】
市
民
や
友
好

団
体
か
ら
の
住
宅
相
談
や
仕
事
の

窓
口
と
な
る
「
三
鷹
武
蔵
野
支
部

住
宅
セ
ン
タ
ー
」
の
総
会
を
、
９

月
27
日
の
夜
、
支
部
会
館
会
議
室

で
開
催
し
ま
し
た
。

７
月
か
ら
行
っ
た
会
員
の
募
集

に
は
、
16
人(

社)

が
集
ま
り
ま

し
た
。
総
会
に
は
成
立
要
件
で
あ

る
８
人
が
参
加
し
、
住
宅
セ
ン
タ

ー
活
動
に
つ
い
て
、
意
思
統
一
し

ま
し
た
。
総
会
後
、
住
宅
セ
ン
タ

ー
の
相
談
受
付
の
流
れ
の
説
明
会

を
行
い
、
体
制
を
整
え
ま
し
た
。

ま
た
、
三
鷹
市
の
あ
っ
旋
事
業
に

つ
い
て
も
、
行
い
ま
し
た
。

ま
だ
ま
だ
全
て
の
職
種
が
会
員

と
な
っ
て
い
ま
せ
ん
の
で
、
引
き

続
き
会
員
の
募
集
を
行
っ
て
い
き

ま
す
。
く
わ
し
く
は
、
支
部
事
務

所
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

武
蔵
野
市
議
会
に
お
い
て
、

「
高
江
ヘ
リ
パ
ッ
ド
建
設
反
対
」

の
趣
旨
の
意
見
書
が
９
月
30
日
に

可
決
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
沖

縄
県
外
と
し
て
は
、
は
じ
め
て
の

意
見
書
の
可
決
と
な
る
も
の
で
、

反
対
し
た
議
員
は
、
「
武
蔵
野
市

に
直
接
関
係
な
い
こ
と
」
と
し
ま

し
た
が
、
基
地
が
集
中
す
る
沖
縄

の
「
民
意
を
反
映
し
な
い
理
不
尽

な
工
事
は
あ
っ
て
は
な
ら
ず
、
沖

縄
の
現
実
に
直
視
し
て
声
を
上
げ

る
こ
と
は
大
切
だ
」
と
、
可
決
さ

れ
た
も
の
で
す
。

意
見
書
で
は
、
県
内
の
選
挙
結

果
や
県
議
会
意
見
書
な
ど
で
示
さ

れ
た
米
軍
の
ヘ
リ
パ
ッ
ド
建
設
反

対
の
民
意
を
尊
重
す
る
べ
き
、
政

府
は
、
対
話
を
通
じ
て
解
決
の
道

を
探
る
べ
き
と
し
て
い
ま
す
。
意

見
書
の
宛
先
は
、
首
相
を
は
じ

め
、
防
衛
、
外
務
、
総
務
、
沖
縄

担
当
の
各
大
臣
。

意
見
書
を
働
き
か
け
た
の
は
、

市
民
団
体
の
「
辺
野
古
ア
ク
シ
ョ

ン
む
さ
し
の
」
で
、
同
団
体
は
、

高
江
に
派
遣
さ
れ
て
い
る
警
視
庁

機
動
隊
へ
の
公
金
支
出
は
違
法
と

し
て
、
都
監
査
委
員
に
住
民
監
査

請
求
を
行
う
予
定
で
す
。
東
京
土

建
三
鷹
武
蔵
野
支
部
も
参
加
し
て

い
る
「
戦
争
法
を
な
く
し
た
い
！

オ
ー
ル
市
民
の
会
」
で
も
、
住
民

監
査
請
求
に
賛
同
し
、
個
人
で
署

名
を
し
ま
し
た
。

引
き
続
き
、
地
域
で
も
声
を
上

げ
、
沖
縄
の
現
実
を
広
げ
る
と
と

も
に
、
戦
争
法
を
使
わ
せ
な
い
、

紛
争
状
態
の
南
ス
ー
ダ
ン
に
自
衛

隊
を
送
ら
せ
な
い
行
動
を
し
て
い

き
ま
す
。

危
険
を
伴
う
建
設
現
場
や
、
災

害
時
な
ど
の
初
期
対
応
と
し
て
、

『
普
通
救
命
講
習
』
は
、
力
を
発

揮
し
ま
す
。
講
習
を
受
け
る
こ
と

で
、
万
が
一
の
時
に
あ
わ
て
ず
対

応
が
で
き
、
人
命
救
助
に
役
立
つ

も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

今
回
は
、
３
時
間
の
講
習
で
す

が
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
取
り
扱
い
も
学
ぶ

こ
と
が
で
き
ま
す
。

ぜ
ひ
、
受
講
く
だ
さ
い
。

※
講
習
会
を
受
講
し
た
方
に
は
、

修
了
証
が
後
日
発
行
さ
れ
ま
す
。

※
３
年
後
に
更
新
の
講
習
も
行
う

予
定
で
す
。

［
と
き
］
11
月
27
日(

日)

午
前
９
時
か
ら
正
午
ま
で

［
と
こ
ろ
］
三
鷹
武
蔵
野
支
部
会

館
２
階
会
議
室

［
講
習
料
］
組
合
員
・
家
族
１
０

０
０
円
。
Ｎ
Ａ
Ｍ
Ａ
Ｚ
Ｕ
会
員
は

無
料(

通
常
１
４
０
０
円)

※
当
日
キ
ャ
ン
セ
ル
は
、
費
用
全

額(

１
４
０
０
円)

[

定
員]

30
人
ま
で
先
着
順

住
宅
セ
ン
タ
ー
の
会
員
を
引
き
続
き
募
集
し
ま
す

支
部
に
寄
せ
ら
れ
る
、
市
民
や
友
好
団
体
か
ら
の
住
宅
相
談
を
受

け
付
け
る
「
住
宅
セ
ン
タ
ー
」
の
会
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

会
員
は
セ
ン
タ
ー
の
説
明
会
を
受
け
て
い
た
だ
い
て
正
会
員
と
な

り
ま
す
。
申
し
込
み
は
支
部
事
務
所
ま
で
。

島
村
部
長
が
協
力
を
訴
え
る

仲間づくり運動の成功のためにカンパイ

高
江
の
Ｎ
１
ゲ
ー
ト
で
市
民
が
抗
議
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『
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
解
消

法
』
が
５
月
24
日
に
成
立
し
た

後
の
６
月
５
日
、
Ｔ
氏
率
い
る

団
体
が
「
川
崎
発
！
日
本
浄
化

デ
モ
第
３
弾
」
と
称
し
て
、
ヘ

イ
ト
デ
モ
が
川
崎
市
中
原
区
で

予
定
が
さ
れ
ま
し
た
。

ヘ
イ
ト
デ
モ
当
日
、
集
合
場

所
付
近
に
は
、
数

百
人
の
カ
ウ
ン
タ

ー(

ヘ
イ
ト
デ
モ

に
抗
議
・
中
止
を

求
め
る
人
た
ち)

が
集
ま
り
、
デ
モ

参
加
者
に
抗
議
。

こ
れ
は
解
消
法
の
成
立
前
か

ら
変
わ
ら
な
い
光
景
で
し
た

が
、
川
崎
市
は
、
「
不
当
な
差

別
的
言
動
か
ら
市
民
の
安
全
と

尊
厳
を
守
る
」
こ
と
を
理
由

に
、
公
園
の
使
用
を
不
許
可
に

す
る
な
ど
、
法
律
が
成
立
し
た

こ
と
に
よ
り
、
行
政
の
対
応
も

大
き
く
動
き
ま
し
た
。
そ
し

て
、
警
察
も
道
路
使
用
許
可
を

出
し
た
も
の
の
、
今
ま
で
カ
ウ

ン
タ
ー
側
を
向
い
て
ヘ
イ
ト
デ

モ
を
守
っ
て
い
た
警
察
が
、
デ

モ
側
を
向
い
て
警
備
。
デ
モ
開

始
時
に
は
、
デ
モ
主
催
者
に
対

し
て
、
「
デ
モ
を
実
施
す
る
と

危
険
な
状
態
に
な
る
」
と
、
デ

モ
中
止
を
求
め
ま
し
た
。

結
果
、
デ
モ
は
10
メ
ー
ト
ル

ほ
ど
す
す
ん
だ
時
点
で
中
止
と

な
り
、
『
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
解

消
法
』
が
成
立
し

て
、
ヘ
イ
ト
ス
ピ

ー
チ
に
対
す
る
様

々
な
対
応
が
大
き

く
変
わ
っ
た
瞬
間

で
し
た
。

崔

さ

ん

が

以

前
、
カ
ウ
ン
タ
ー

の
人
に
「
私
た
ち

の
た
め
に
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
す
」
と
、
お
礼

を
し
た
そ
う
で
す
。
そ
の
と

き
、
カ
ウ
ン
タ
ー
の
人
は
、

「
お
礼
を
言
わ
れ
る
こ
と
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
は
、
私
た

ち
の
問
題
で
、
日
本
に
差
別
を

な
く
す
た
め
の
行
動
。
私
た
ち

の
た
め
に
や
っ
て
い
る
ん
で

す
」
と
言
わ
れ
た
そ
う
で
す
。

ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
解
消
法
が

で
き
た
今
で
も
、
憲
法
の
「
表

現
の
自
由
」
を
理
由
に
す
る
人

が
い
る
が
、
“
人
間
で
あ
る
こ

と
す
ら
否
定
す
る
人
種
差
別
”

は
、
同
じ
く
憲
法
に
あ
る
『
人

権
』
を
無
視
し
た
も
の
で
あ
る

と
考
え
ま
す
。

９
月
に
は
銀
座
で
在
日
の
方

々
へ
の
差
別
も
行
わ
れ
て
い
ま

す
し
、
基
地
問
題
で
は
、
沖
縄

に
対
す
る
差
別
な
ど
、
日
本
の

な
か
で
様
々
起
こ
っ
て
い
る
状

況
で
す
。

知
ら
ぬ
顔
を
せ
ず
、
自
分
の

こ
と
と
し
て
差
別
に
向
き
合
う

こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

次
回
は
相
模
原
市
の
「
や
ま

ゆ
り
園
」
の
事
件
か
ら
見
る
ヘ

イ
ト
ク
ラ
イ
ム
に
つ
い
て
考
え

て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。
ｍ
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◇
足
場
の
組
立
等
作
業
主
任
者

[

と
き]

10
月
26･

27
日

◇
建
築
物
等
の
鉄
骨
の
組
立
て
等
作
業
主
任
者

[

と
き]

11
月
１･

２
日

◇
コ
ン
ク
リ
ー
ト
工
作
物
の
解
体
等
作
業
主
任
者

[

と
き]

10
月
26･

27
日

◇
木
材
加
工
用
機
械
作
業
主
任
者(

外
部)

[

と
き]

11
月
９･

10
日

◇
有
機
溶
剤
作
業
主
任
者

[

と
き]

11
月
12･
13
日

◇
石
綿
作
業
主
任
者

[

と
き]

10
月
24･

25
日

◇
酸
欠
・
硫
化
水
素
作
業
主
任
者

[

と
き]

来
年
１
月
25
～
27
日

◇
特
定
化
学
物
質
作
業
主
任
者

[

と
き]

11
月
９･

10
日

◇
職
長
・
安
全
衛
生
責
任
者
教
育

[

と
き]

①
11
月
14･

15
日
、
②
11
月
26･

27
日

◇
足
場
作
業
主
任
者
能
力
向
上
教
育

[

と
き]

10
月
25
日

◇
足
場
特
別
教
育(

既
従
事
者)

[

と
き]

①
10
月
23
日
、
②
11
月
23
日

◇
自
由
研
削
砥
石

[

と
き]

11
月
16
日

◇
石
綿
特
別
教
育

[

と
き]

①
11
月
６
日
、
②
12
月
13
日

◇
低
圧
電
気
特
別
教
育

[

と
き]

11
月
11
日

◇
酸
欠
・
硫
化
水
素
特
別
教
育

[

と
き]

11
月
24
日

◇
玉
掛
技
能
講
習

[

と
き]

12
月
６
～
８
日

◇
小
型
移
動
式
ク
レ
ー
ン

[

と
き]

11
月
29･

30
日
、
12
月
９
日

◇
高
所
作
業
者
（
外
部
）

[

と
き]

11
月
28･

29
日

◇
小
型
車
輌
系
建
設
機
械(

整
地)

特
別
教
育

[

と
き]

12
月
１･

２
日

◇
ロ
ー
プ
高
所
作
業
特
別
教
育
者

[

と
き]

11
月
10
日

今
月
の
主
な
講
習
会
を
ご

案
内
し
ま
す
。
受
講
場
所

・
受
講
料
な
ど
詳
し
く
は

支
部
ま
で
お
問
合
せ
を
。

【
牟
礼
分
会
・
中
村
生
治
財
政

部
長
記
】
人
見
街
道
の
牟
礼
２

丁
目
交
差
点
を
三
鷹
台
駅
へ
向

っ
て
50
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
行
く

と
、
左
側
に
牟
礼
の
里
公
園
が

あ
る
。
入
口
に
公
園
の
名
が
刻

ま
れ
た
石
と
日
本
風
の
門
が
あ

る
。
石
積
み
の
土
手
に
沿
っ

て
、
30
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
行
く

と
、
公
園
が
開
け
て
見
え
、
な

だ
ら
か
な
丘
で
芝
生
が
植
え
て

あ
る
。

桜
の
木
と
１
９
９
５
年
３
月

開
園
と
刻
ま
れ
た
石
柱
が
あ
る

側
の
棚
に
は
“
ア
ケ
ビ
”
の
実

が
絡
ま
っ
て
い
ま
し
た
。
奥
に

は
梅
と
栗
の
木
や
林
が
あ
り
、

園
の
外
で
北
の
方
へ
２
０
０
メ

ー
ト
ル
行
く
と
、
ブ
ル
ー
ベ
リ

ー
狩
り
の
出
来
る
畑
も
あ
り
、

天
気
の
よ
い
日
に
は
富
士
山
も

望
め
る
公
園
で
す
。

い
ま
だ
青
い
毬(

い
が)

の
栗

の
木
の
下
に
は
、
毬
が
落
ち
て

い
て
足
で
実
を
取
り
出
し
40
個

程
度
の
栗
の
収
穫
が
あ
り
ま
し

た
。
久
し
ぶ
り
の
栗
拾
い
を
楽

し
み
ま
し
た
。

石垣も見どころの公園

[

募
集
職
種]

コ
ン
ク
リ
ー
ト
圧
送
作
業
・
運
転

[

働
き
方]

常
用･

社
員
・
見
習

[

募
集
人
数]

２
～
３
人

[

働
き
先]

野
丁
場

[

条
件]

経
験
者･

見
習
・
普
免

[

事
業
所]

石
川
圧
送
㈲
・
三
鷹
市
北
野
２-

４-

32

[

電
話]

０
４
２
２
―
４
８
―
７
０
１
９

今
月
に
募
集
が
あ
っ
た
「
求
人
」
を
ご
紹
介
し

ま
す
。

※
こ
の
求
人
・
求
職
欄
に
掲
載
希
望
の
方
は
、
支

部
事
務
所
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

[

募
集
職
種]

配
管
工

[

働
き
方]

常
用･

社
員

[

募
集
人
数]

１
人

[

働
き
先]

町
場

[

条
件]

経
験
者･

普
免
Ｍ
Ｔ

[

事
業
所]

山
中
商
事
㈱
・
三
鷹
市
下
連
雀
２-

22-

12

[

電
話]

０
４
２
２
―
４
８
―
７
０
１
９

[

募
集
職
種]

一
級
建
築
士
・
施
工
管
理
技
士
・
大
工

[

働
き
方]

常
用

[

募
集
人
数]

１
人

[

働
き
先]

入
混

[
条
件]

経
験
者･

資
格
・
普
免

[

事
業
所]

イ
デ
ア
建
設
㈱

武
蔵
野
市
吉
祥
寺
北
町
１-
19-

13
[

電
話]

０
４
２
２
―
２
０
―
０
９
２
８

９
月
11
日(

日)

茨
城
県
石
岡

市
に
あ
る
“
ど
け
ん
の
田
ん
ぼ
”

で
、
稲
刈
り
を
行
い
ま
し
た
。
前

日
か
ら
雨
模
様
で
、
当
日
の
朝
も

小
雨
で
し
た
が
、
参
加
者
の
行
い

の
良
さ
も
あ
っ
て
、
高
速
を
降
り

て
、
長
い
ト
ン
ネ
ル
を
越
え
た
ら

全
く
雨
も
降
っ
て
お
ら
ず
、
「
も

う
少
し
曇
り
な
ら
作
業
も
ラ
ク
な

の
に
」
と
、
参
加
者
が
話
す
ほ
ど

の
晴
天
。

朝
日
里
山
学
校
の
柴
山
さ
ん
か

ら
稲
刈
り
の
話
を
聞
い
て
、
早
速

田
ん
ぼ
へ
。
「
す
ご
い
黄
金
色
」

「
い
っ
ぱ
い
実
が
な
っ
て
る
。
感

動
」
な
ど
と
、
自
分
た
ち
が
育

て
、
た
わ
わ
に
実
っ
た
稲
を
前

に
、
み
ん
な
笑
顔
に
な
っ
て
い
ま

し
た
。

親
子
で
カ

マ
を
持
ち
田

ん

ぼ

に

入

り
、
「
田
植

え
よ
り
稲
刈

り
の
方
が
好

き
」
と
、
話

す
子
も
い
る

な
ど
、
み
ん
な
一
生
懸
命
に
、
そ

し
て
楽
し
そ
う
に
稲
を
刈
り
ま
し

た
。
刈
っ
た
稲
は
、
お
父
さ
ん
た

ち
が
ま
と
め
、
乾
燥
さ
せ
る
た
め

に
“
オ
ダ
掛
け
”
し
ま
し
た
。
稲

刈
り
の
後
は
、
学
校
に
戻
り
Ｂ
Ｂ

Ｑ
。
作
業
後
の
ビ
ー
ル
は
格

別
で
、
地
元
の
鳥
肉
・
豚
肉

と
、
野
菜
は
、
す
ご
く
美
味

し
い
と
大
人
気
で
し
た
。

そ
し
て
、
Ｂ
Ｂ
Ｑ
で
交
流

と
お
腹
を
満
た
し
た
ら
、
恒

例
の
ぶ
ど
う
狩
り
。
い
つ
も

の
ぶ
ど
う
園
へ
行
き
、
無
農

薬
の
巨
峰
を
デ
ザ
ー
ト
代
わ
り
に

食
べ
、
ぶ
ど
う
狩
り
で
取
っ
た
巨

峰
は
お
土
産
に
。

雨
を
吹
き
飛
ば
し
た
１
日
は
、

“
秋
”
を
堪
能
で
き
た
よ
い
日
と

な
り
ま
し
た
。

先
月
25
日
に
銀
座
で
行
わ
れ
た

ヘ
イ
ト
デ
モ
へ
の
カ
ウ
ン
タ
ー

自
分
た
ち
が
つ
く
っ
た
お
米
の
収
穫
を
祝
う
「
収
穫
祭
」
を
今
年

も
開
催
し
ま
す
。

く
わ
し
く
は
群
会
議
で
配
布
の
チ
ラ
シ
を
参
照
し
て
く
だ
さ
い
。

［
と

き
］

11
月
６
日(

日)

午
前
11
時
か
ら

［
と
こ
ろ
］

三
鷹
市
農
業
公
園

［
参
加
費
］

米
づ
く
り
体
験
参
加
者
は
無
料


